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会
員
増
強
・
新
ク
ラ
ブ
結
成
推
進
月
間

 
 

 
 

平
成
29
年
８
月
10
日
（
木
） 

 
 

 

ガ
バ
ナ
ー
補
佐
訪
問 

於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル 

 
 

会
員 

58
名 

 
 

出
席
計
算
数 48

名
中
43
名
出
席 

出
席
率
89
・
58
％ 

前
々
回
出
席
率
97
・
92
％ 

  
例
会
プ
ロ
グ
ラ
ム 

★
Ｒ
財
団
・
米
山
記
念
奨
学
会 

寄
付
金
目
録
贈
呈 

★
Ｒ
財
団
ベ
ネ
フ
ァ
ク
タ
ー
認
証
状 

・
バ
ッ
ジ
の
進
呈 

★
新
入
会
員
入
会
式 

★
地
区
大
会
報
告 

★
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
訪
問 

  

ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 

 

「
大
須
ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ
」 

オ
オ
ス
シ
ン
ガ
ー
ズ 

指 

揮 

者 

鬼
頭 

茂
成 

ピ
ア
ノ
伴
奏 

冨
板 

玲
子 

  

ゲ
ス
ト 

ガ
バ
ナ
ー
補
佐  

 

宮
崎 

 

薫
さ
ん 

地
区
筆
頭
副
幹
事 

大
橋 

昭
治
さ
ん 

地
区
ス
タ
ッ
フ 

 

石
黒 

 

隆
さ
ん 

分
区
幹
事 

 
 

 

白
木 

良
彦
さ
ん 

分
区
副
幹
事 

 
 

尾
本 

和
弘
さ
ん 

10-

11
年
度
派
遣
青
少
年
交
換
学
生 

渡
辺 

彩
加 

  

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

★
ガ
バ
ナ
ー
補
佐 

宮
崎 

 

薫
さ
ん 

地
区
筆
頭
副
幹
事 

大
橋 

昭
治
さ
ん 

地
区
ス
タ
ッ
フ 

石
黒 

 

隆
さ
ん 

分
区
幹
事 

 
 

白
木 

良
彦
さ
ん 

分
区
副
幹
事 

 

尾
本 

和
弘
さ
ん 

よ
り
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

宮
崎
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
、
大
橋
地
区
筆
頭

副
幹
事
、石
黒
地
区
ス
タ
ッ
フ
、白
木
分
区

幹
事
、尾
本
分
区
副
幹
事
、よ
う
こ
そ
お

い
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
岡
村 

隆
德 

春
日
井
和
良
・
髙
木 

政
義 

横
井 

 

衞
・
前
田 

隆
久 

尾
上 

 

昇
・
酒
井 

 

修 

近
藤
宏
一
郎
・
林 

 

順
治 

宮
崎
さ
ん
ご
苦
労
さ
ま
で
す
。 

草
野 

勝
彦 

本
日
よ
り
、入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

髙
田 

知
史 

髙
田
さ
ん
入
会
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。 

 
 

 
 

 
 

 

丹
下 

富
博 

グ
ロ
ー
バ
ル
補
助
金
事
業
Ｒ
Ｉ
へ
の
申

請
済
み
ま
し
た
。 

 
 

堀
江 

英
弥 

オ
オ
ス
シ
ン
ガ
ー
ズ
が
大
須
ロ
ー
タ
リ

ー
ソ
ン
グ
を
歌
い
ま
す
。
鬼
頭 

茂
成 

祖
父
が
在
籍
し
た
富
山
南
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
の
例
会
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

１
９
６
３
年
設
立
の
歴
史
を
肌
で
感
じ

て
き
ま
し
た
。 

 
 

 

宇
瀬 

 

厚 

オ
オ
ス
シ
ン
ガ
ー
ズ
デ
ビ
ュ
ー
で
す
。 

竹
林 

正
人 

暑
い
日
が
続
き
ま
す
。
熱
中
症
に
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。 

 
 

荻
巣 

賢
二  

 

会
長
挨
拶 

 
 

 
 

 

岡
村 
隆
德 

本
日
は
宮
崎
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
を
は
じ

め
、大
橋
地
区
筆
頭
副
幹
事
、石
黒
地
区 

ス
タ
ッ
フ
、白
木
分
区
幹
事
、尾
本
分
区

副
幹
事
の
皆
様
よ
う
こ
そ
お
い
で
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
歓
迎
の
気
持
ち
を
こ
め 

て
名
古
屋
大
須
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の 

シ
ン
ボ
ル
的
な
同
好
会
活
動
の
一
つ
で

あ
り
ま
す
オ
オ
ス
シ
ン
ガ
ー
ズ
に
よ
る

合
唱
で
お
迎
え
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
懇
談
会
に
続
き
ま
し
て
例
会
、

ク
ラ
ブ
ア
セ
ン
ブ
リ
ー
に
て
ご
指
導
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

地
区
大
会
ま
で
今
日
で
ち
ょ
う
ど
１

０
０
日
で
す
。Ｐ
Ｒ
訪
問
も
ほ
ぼ
終
わ
り
、

 

残
す
と
こ
ろ
１
ク
ラ
ブ
で
す
。
い
よ
い

よ
想
い
を
一
つ
に
結
束
を
高
め
て
当
日

に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

さ
て
今
年
度
の
命
を
懸
け
た
会
長
挨

拶
で
す
が
職
業
人
と
し
て
大
き
な
変
革

期
、
第
３
次
産
業
革
命
を
題
材
に
し
て

人
工
知
能
、IoT

（In
te

rn
e
t o

f T
h

in
g
s

）、

 

ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
、
ク
ラ
ウ
ド
な
ど
の
話

題
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。
池
上
彰

先
生
の
よ
う
に
う
ま
く
話
せ
ず
、
技
術

論
か
ら
始
め
た
の
で
か
な
り
顰
蹙
を
買

っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
さ
ら
に
工
夫

を
し
て
楽
し
く
聞
い
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
日
は
多
く
の
セ
レ
モ
ニ
ー
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
省
略
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
が
次
回
よ
り
、
次
世
代
型
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
AI

が
人
間
を
超
え
る
と
い
わ
れ
る
技
術
的

特
異
点
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
み
ま
す
。 

よ
ろ
し
く
お
付
き
合
い
の
ほ
ど
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

 

 
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
訪
問
卓
話 

Ｒ
Ｉ
第
２
７
６
０
地
区
西
名
古
屋
分
区 

ガ
バ
ナ
ー
補
佐 

宮
崎 

 

薫
さ
ん 

日
本
経
済
新
聞
７
月
11
日
夕
刊
の
コ

 

       

ラ
ム
「
明
日
へ
の
話
題
」
で
、
社
会
学
者

の
橋
爪
大
三
郎
氏
の
あ
る
記
事
を
発
見

し
ま
し
た
。「
星
を
投
げ
る
人
」
の
話
を

し
よ
う
―
作
家
ロ
ー
レ
ン
・
ア
イ
ズ
リ

ー
の
話
で
す
。も
う
何
年
も
前
、ア
メ
リ

カ
の
教
会
の
説
教
で
牧
師
は
こ
ん
な
ふ

う
に
話
し
た
。『
朝
い
つ
も
の
よ
う
に
海

岸
を
歩
い
て
い
る
と
、一
人
の
少
年
が
何

や
ら
海
に
向
か
っ
て
投
げ
て
い
る
。
見

る
と
、
見
渡
す
限
り
無
数
の
ヒ
ト
デ
が

打
ち
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
や
が
て
死
ん

で
し
ま
う
だ
ろ
う
。「
こ
ん
な
に
た
く
さ

ん
い
る
の
に
、
何
の
足
し
に
も
な
ら
な

い
だ
ろ
う
？
」
と
聞
く
と
、
少
年
は
ヒ
ト

デ
を
ま
た
ひ
と
つ
拾
い
、「
で
も
こ
の
ヒ

ト
デ
に
と
っ
て
は
大
き
な
違
い
が
あ
る

と
思
う
よ
」。
そ
う
言
っ
て
そ
の
ヒ
ト
デ

を
海
に
向
か
っ
て
投
げ
た
の
で
あ
る
。』 

 

こ
の
話
は
耳
に
残
り
ま
し
た
。
何
の

足
し
に
も
な
ら
な
い
の
はN

o
 D

iffe
r 

-
e
n

c
e

違
い
が
あ
る
の
はM

a
k
e
 a

 

D
iffe

re
n

c
e

で
す
。
少
年
が
言
う
違

い
と
は
何
か
―
ヒ
ト
デ
は
沢
山
で
全
部

は
助
け
ら
れ
な
く
て
徒
労
に
思
え
る
が
、

少
年
は
言
う
。「
で
も
こ
の
ヒ
ト
デ
は
確

実
に
助
か
る
よ
。」
そ
し
て
も
う
ひ
と
つ

ヒ
ト
デ
を
投
げ
続
け
る
。
そ
れ
な
ら
で

き
る
か
ら
。
海
に
戻
し
た
こ
と
は
、
足

し
に
な
ら
な
い

D
iffe

re
n

c
e

か
も

1391 
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し
れ
ま
せ
ん
が
、
ヒ
ト
デ
に
と
っ
て
は

大
き
な
違
い
で
す
。 

 

皆
様
ご
存
知
の
通
り
、
今
年
度
イ
ア

ン
・
ラ
イ
ズ
リ
ー
Ｒ
Ｉ
会
長
の
テ
ー
マ

は
「R

o
ta

ry M
a
k
in

g
 a

 D
iffe

re
 

-
n

c
e

―
ロ
ー
タ
リ
ー
変
化
を
も
た
ら

す
。」
で
す
。
奉
仕
を
通
じ
て
人
々
の
人

生
に
変
化
を
も
た
ら
す
。
誰
か
の
人
生

を
よ
り
良
く
し
て
い
る
違
い
と
い
う
こ 

と
だ
と
イ
ア
ン
・
ラ
イ
ズ
リ
ー

．
．
．
．
．
会
長
も 

言
っ
て
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
Ｒ
Ｉ
は
戦
略
的
優
先
事
項
と

し
て
①
ク
ラ
ブ
の
サ
ポ
ー
ト
を
強
化
、

②
人
道
的
奉
仕
の
重
点
化
と
増
加
、
③

ロ
ー
タ
リ
ー
の
公
共
イ
メ
ー
ジ
と
認
知

度
の
向
上
、
を
挙
げ
て
い
ま
す
。 

①
は
会
員
増
強
に
尽
き
る
か
と
思
い

ま
す
。
特
に
女
性
や
若
年
層
の
会
員
増

強
が
中
心
で
す
。
名
古
屋
大
須
Ｒ
Ｃ
は

女
性
会
員
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
し
、

若
年
層
の
方
の
入
会
も
あ
る
よ
う
で
す

の
で
、
さ
ら
に
会
員
増
強
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 

②
は
、
持
続
可
能
な
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
が
不
可
欠
な
要
素
で
、
単
に
変
化

す
る
だ
け
で
は
な
く
、
ク
ラ
ブ
の
活
性

化
と
発
展
に
繋
が
り
、
か
つ
地
域
社
会

が
そ
れ
を
維
持
し
、
修
繕
で
き
る
よ
う

に
な
る
ま
で
見
守
っ
て
欲
し
い
で
す
。 

 

③
に
つ
い
て
は
協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
や

団
体
の
活
用
が
重
要
で
ロ
ー
タ
リ
ー
フ
ァ

ミ
リ
ー
や
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
、ロ
ー
タ
ー
ア

ク
ト
、RY

L
A

、
学
友
等
の
参
加
を
積
極

的
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

 

追
加
事
項
で
、
来
年
４
月
22
日
の

E
a
rth

 D
a
y

ま
で
に
、
会
員
一
人
ひ
と

り
が
１
本
の
植
樹
を
、
つ
ま
り
１
２
２

万
人
の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
で
１
２
２
万
本

の
植
樹
を
！
と
の
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。 

地
区
方
針
と
し
て
は
神
野
重
行
ガ
バ

ナ
ー
が
「
今
日
か
ら
の
ロ
ー
タ
リ
ー
を

楽
し
も
う
！
」
奉
仕
を
通
じ
て
活
動
に

楽
し
み
を
見
出
し
ま
し
ょ
う
と
お
っ
し

ゃ
っ
て
い
ま
す
。
10
、
20
年
後
も
地
区

を
は
じ
め
ク
ラ
ブ
が
輝
き
、
大
き
な
ビ

ジ
ョ
ン
を
描
き
達
成
す
る
た
め
、
地
区

戦
略
委
員
会
の
充
実
・
地
区
研
修
委
員

会
の
見
直
し
と
強
化
を
図
り
、
ク
ラ
ブ

に
対
し
て
も
、①
ク
ラ
ブ
戦
略
委
員
会
の 

設
置
、②
ク
ラ
ブ
中
期
計
画
策
定
、③
ク

ラ
ブ
と
地
区
行
事
へ
の
積
極
的
参
加
、

④
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
連
携
強
化
、
⑤
会

員
増
強
、
こ
の
５
つ
の
行
動
指
針
を
挙

げ
て
お
り
ま
す
。 

一
歩
を
踏
み
出
す
、
行
動
に
移
す
と
い 

う
意
味
で
２
つ
取
り
上
げ
る
な
ら
ば
、

一
つ
は
①
ク
ラ
ブ
戦
略
委
員
会
の
設
置
、

例
え
ば
周
年
の
節
目
に
、ク
ラ
ブ
の
特
徴

や
残
す
べ
き
芯
と
な
る
部
分
を
見
極
め
、

中
長
期
戦
略
的
な
計
画
を
立
て
て
下
さ

い
。改
革
も
重
要
で
す
が
、継
続
性
は
信

頼
に
繋
が
り
、
奉
仕
活
動
も
同
様
で
す
。

 

も
う
一
つ
は
④
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
連

携
強
化
。奉
仕
活
動
に
あ
た
り
、青
少
年

交
換
学
生
、米
山
奨
学
生
、平
和
フ
ェ
ロ

ー
、一
般
人
を
巻
き
込
み
、若
い
力
と
連

携
し
、
地
域
に
お
け
る
存
在
価
値
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。 

 

地
区
共
通
・
分
区
か
ら
の
お
願
い 

・
地
区
10
年
史
の
作
成
に
当
た
っ
て 

協
力
と
購
入
の
お
願
い（
08-

17
年
度
）

 

・
地
区
大
会
開
催
に
つ
い
て 

（
ホ
ス
ト
：
名
古
屋
大
須
Ｒ
Ｃ
）

 

・
分
区
内
特
別
事
業「
１
人
１
本
の
植
樹
」

 

東
名
古
屋
分
区
と
共
同 

東
西
25
Ｒ
Ｃ
社
会
奉
仕
委
員
会 

「
東
山
植
物
園
桜
の
回
廊
計
画
」 

来
年
３
月
11
日(

日) 

第
１
回
植
樹
予
定 

 
 

17-

19
年
度
２
年
間
の
事
業
と
し
て 

・
Ｗ
Ｆ
Ｆ
へ
協
力
の
お
願
い 

10
月
14
日(

土)

・
15(

日)

 10
時
～

17
時 

於 

名
古
屋
栄 

久
屋
大
通
公
園 

分
区
の
出
店
・
収
益
金
の
使
途
・
企

業
協
賛
チ
ケ
ッ
ト
購
入
の
お
願
い 

・
Ｉ
Ｍ
の
開
催
（
ホ
ス
ト
：
名
古
屋
東
南
Ｒ
Ｃ
）

 

来
年
２
月
21
日(

水)

16
時
30
分
～
予
定 

於 

名
古
屋
マ
リ
オ
ッ
ト
ア
ソ
シ
ア

16
階 

テ
ー
マ
「
今
日
か
ら
の
ロ
ー
タ
リ
ー
を 

奉
仕
活
動
を
通
じ
て
楽
し
も
う
！
」

 

サ
ブ
テ
ー
マ
「
心
ひ
と
つ
に
」 

  

Ｒ
財
団
・
米
山
記
念
奨
学
会 

寄
付
金
目
録
贈
呈 

ガ
バ
ナ
ー
補
佐
訪

問
を
記
念
し
て
、

目
録
の
贈
呈 

・
Ｒ
財
団
へ
特
別 

寄
付 

20
万
円 

・
米
山
記
念
奨
学

会
へ
特
別
寄
付  

10
万
円 

  

Ｒ
財
団
恒
久
基
金
（
ベ
ネ
フ
ァ
ク
タ
ー
）

 
認
証
状
・
バ
ッ
ジ
の
進
呈 

岡
村 

隆
德 

Ｒ
財
団
恒
久
基 

金
へ
の
１
，
０
０ 

０
ド
ル
の
寄
付
者 

（
ベ
ネ
フ
ァ
ク
タ
ー
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

と
し
て
、
岡
村
隆 

德
さ
ん
へ
Ｒ
財
団 

よ
り
表
彰
状
と
記 

念
の
ピ
ン
が
贈
ら 

れ
ま
し
た
。 

 

新
入
会
員
挨
拶 

        

入 

会 

／
２
０
１
７
年
８
月
10
日 

生
年
月
日 

／
Ｓ
42
年
１
月
17
日 

事

業

所 

／
株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ 

ネ
オ
メ
イ
ト
東
海
支
店 

取
締
役
東
海
支
店
長 

名
古
屋
市
千
種
区
丸
山
町
３-

６６-

１ 

職
業
分
類 

／
情
報
流
通
サ
ー
ビ
ス 

委

員

会 

／
公
共
イ
メ
ー
ジ
向
上
委
員
会

 
  

本
日
よ
り
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ネ
オ
メ
イ
ト
東
海
支
店
の

髙
田
で
ご
ざ
い
ま
す
。今
回
、入
会
の
ご

承
認
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
愛
知
県
一
宮
市
の
出
身

で
あ
り
ま
す
が
、
京
都
、
東
京
、
大
阪
等

の
勤
務
を
経
て
、
７
月
か
ら
名
古
屋
に

参
り
ま
し
た
。
名
古
屋
で
の
勤
務
は
実

に
19
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。 

 

ロ
ー
タ
リ
ー
活
動
は
初
め
て
の
経
験

で
す
の
で
、
様
々
な
ご
迷
惑
を
お
か
け

す
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

 

懸
命
に
務
め
て 

参
り
ま
す
の
で
、 

ご
指
導
の
ほ
ど 

よ
ろ
し
く
お
願 

い
い
た
し
ま
す
。 

 

 

会
長
幹
事
懇
談
会 

同
日
11
時
30
分
よ
り
宮
崎
薫
ガ
バ

ナ
ー
補
佐
、
大
橋
昭
治
地
区
筆
頭
副
幹 

事
、
石
黒
隆
地
区

ス
タ
ッ
フ
、
白
木

良
彦
分
区
幹
事
、

尾
本
和
弘
分
区
副

幹
事
を
お
迎
え
し

て
会
長
幹
事
懇
談

会
が
開
か
れ
、
ク

ラ
ブ
運
営
に
つ
い

て
貴
重
な
ご
意
見

を
頂
き
ま
し
た
。 

 
 

ク
ラ
ブ
協
議
会
（
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ー
） 

 
 

 
 

      

例
会
後
に
は
、
同
じ
く
宮
崎
薫
ガ
バ

ナ
ー
補
佐
、
大
橋
昭
治
地
区
筆
頭
副
幹

事
、
石
黒
隆
地
区
ス
タ
ッ
フ
、
白
木
良

彦
分
区
幹
事
、
尾
本
和
弘
分
区
副
幹
事

を
お
迎
え
し
て
ク
ラ
ブ
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ

ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

８
月
31
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

新
入
会
員
卓
話 

「
人
の
喜
ぶ
仕
事
を
追
及
し
ま
す
」 

佐
藤
道
太
郎  

「
仕
事
と
私
」 

 
 

 

寺
師 

栄
治 

 
 

 
 

 
 

 
 

公
共
イ
メ
ー
ジ
向
上
委
員
会 

大
原 

敏
正
・
杉
浦 

令
淑 

髙
田 

知
史 

 
 

 
 

 
 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
他
・
お
知
ら
せ 

 

そ
の
他
・
お
知
ら
せ 

髙 田  知 史  
ＴＯＭＯＳＨＩ ＴＡＫＡＤＡ 


